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ねらいと目標

•ねらい
• ヘルスプロモーション活動（特にSDHに着目したもの）を日常の医療
と介護の実践に組み入れる意義と方法論を提示する。

•目標
• 医療と介護にヘルスプロモーションを同時に実践する意義を確認する。

• 診療で活用できるヘルスプロモーション活動の評価ツールの試行例を
学習する。

• 2020HPH基準の内容を理解し、自施設での自己評価の基準として活
用できるようになる。
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ヘルスプロモーション（HP)の定義

•ヘルスプロモーションは、人々が自らの健康をコントロールし、改善

することができるようにするプロセスである。

•ヘルスプロモーションは包括的な社会的、政治的プロセスである。それ

は個人のスキルや能力を強化するための行動だけでなく、社会的、環境的、

経済的な健康の決定要因を変化させ、公衆および個人の健康に対するプラ

スの影響を最適化するための行動も包含している。ヘルスプロモーション

は、人々が個人的にも集団的にも、健康の決定要因をコントロールできる

ようにし、それによって健康を向上させるプロセスである。

• オタワ憲章では、「健康的な公共政策づくり」「健康を支援する環境づく
り」「地域活動の強化」「個人技術の開発」「ヘルスサービスの方向転
換」の5つを優先行動分野として掲げている。

～WHO用語集～4



医療とHPのハイブリッド実践の意義
～医療機関の視点で～

•中心的な役割としての「医療の質」を改善する
• 狭義の「医療の質」を改善する

• 公正な「医療の質」を改善する

•「今日的」な役割の発揮を高める
• 地域への貢献

• 職員の健康をまもる

• 社会への働きかけ：アドボカシー

• 新しい健康課題への対応
• 気候危機、LGBTQ+、在留外国人の人権、アディクションなど
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医療の質の定義

：米国医学協会の医療の質の定義より

狭義
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狭義の「医療の質」の改善

術前の、介入（禁煙、禁酒、運動)を行うと、術後合併症が有意に減少する
禁煙は４週以上で効果がみられる。
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公正な「医療の質」の改善
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社会経済的地位と糖尿病網膜症との関係

年齢、性、年齢、婚姻状態、BMI、身体活動、喫煙習慣、飲酒習慣を調整 8



医療・介護スタッフのための経済的支援ツールの使用

9

医療とHPのハイブリッド実践の意義

•中心的な役割としての「医療の質」を改善する
• 狭義の「医療の質」を改善する
• 公正な「医療の質」を改善する

•「今日的」な役割の発揮を高める：治療だけに限らない役割
• 地域への貢献
• 職員の健康をまもる
• 社会への働きかけ：アドボカシー
• 新しい健康課題への対応

• 気候危機（プラネタリーヘルス）、LGBTQ+、在留外国人の人権、アディクショ
ン、平和など
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HPの実装化の実例と新基準の紹介

•評価ツール
• 西淀病院 結城由恵先生

• ヘルスプロモーションに注目した「医療の質」評価ツールの紹介

• 2020HPH基準
• 勤医協札幌病院 尾形和泰先生

• 包括的なヘルスプロモーションの評価基準となる新基準の紹介
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